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九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
 
 

第
 
六
 
五
 
号
 
抜
 
刷
 
 

一
九
 
九
 
六
 
年
 
九
 
月
 
 

海
軍
関
係
の
史
料
紹
介
 
（
そ
の
一
）
 
 

三
 
輪
 
 
宗
 
弘
 
 
 



古
賀
峯
一
長
官
の
高
田
利
種
宛
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
高
田
は
二
固
デ
ン
 
 

グ
熱
に
冒
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
「
患
者
日
誌
」
 
 

（
カ
ル
テ
）
 
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
几
年
四
月
二
十
一
日
に
発
病
し
、
同
年
五
月
二
目
 
 

に
全
治
し
て
い
る
。
高
田
大
佐
は
四
月
二
日
に
作
戦
要
務
に
つ
い
て
打
ち
合
せ
る
 
 

た
め
ラ
ポ
ー
ル
に
出
張
し
、
四
月
十
八
〓
に
ト
ラ
∵
ア
に
帰
還
し
た
が
、
夕
刻
よ
 
 

り
「
肩
痛
膝
頭
痛
悪
寒
発
熱
」
 
が
あ
っ
た
。
四
月
二
十
二
目
に
は
三
丸
∵
二
一
度
、
 
 

二
十
三
日
朝
に
は
三
九
中
先
度
ま
で
ム
が
っ
た
が
、
以
降
漸
次
体
温
は
低
下
し
辛
 
 

日
程
で
熟
も
治
っ
た
。
二
度
冒
の
デ
ン
グ
熱
は
昭
和
十
人
卒
九
月
十
三
目
の
こ
と
 
 

九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
 
 

参
考
ま
で
簡
略
な
解
題
を
添
付
し
て
お
く
。
 
 

高
田
別
種
宣
誓
供
述
書
 
 
 

書
簡
五
通
 
 
 

端
喜
一
通
 
 

右
の
七
点
の
史
料
を
後
段
に
掲
載
し
た
。
 
 
 

一
、
高
田
利
種
少
将
に
つ
い
て
 
 

海
軍
関
係
鈎
磨
鋼
紹
介
 
飛
そ
鈎
 
弼
 
 

で
あ
っ
た
。
三
日
穫
で
回
復
に
向
か
っ
た
。
高
田
は
こ
の
と
き
の
事
情
の
一
端
を
 
 

「
鷹
尾
さ
ん
の
思
い
出
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
伸
」
と
慈
し
た
回
想
の
申
で
触
れ
 
 

て
い
る
。
（
鷹
尾
武
子
福
『
鷹
馬
車
海
の
追
想
録
 
お
も
か
げ
』
非
売
品
、
昭
和
四
 
 

十
五
年
一
月
）
 
 
 

高
田
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
敗
戦
後
の
昭
和
十
七
年
七
月
十
四
日
に
第
三
艦
隊
参
謀
 
 

に
命
ぜ
ら
れ
、
空
母
瑞
鶴
に
乗
艦
し
た
。
（
旗
艦
変
更
に
よ
り
一
時
翔
鶴
に
転
艦
し
 
 

た
が
、
再
び
瑞
鶴
に
旗
艦
が
か
わ
っ
た
。
）
高
田
が
機
動
部
隊
の
立
て
直
し
の
た
め
 
 

に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
十
七
草
八
月
十
六
日
か
ら
九
月
五
日
 
 

ま
で
 
「
第
∴
次
ソ
ロ
モ
ン
群
島
方
面
作
戦
」
 
に
従
事
し
、
九
月
六
日
か
ら
十
日
∴
 
 

十
日
ま
で
 
「
南
太
平
洋
方
面
作
戦
」
 
に
参
加
し
た
。
、
翌
十
人
年
四
月
二
目
か
ら
四
 
 

月
十
人
冒
ま
で
「
い
号
作
戦
」
 
に
従
事
し
た
後
、
五
月
二
十
九
日
連
合
艦
隊
司
令
 
 

部
附
に
な
り
、
五
月
三
十
日
か
ら
旗
艦
武
蔵
に
お
い
て
黒
鳥
亀
Å
首
席
参
謀
か
ら
 
 

単
経
ぎ
を
受
け
た
。
上
述
の
デ
ン
グ
熱
の
た
め
少
し
遅
れ
六
月
十
一
目
か
ら
連
合
 
 

艦
隊
参
謀
に
親
禰
さ
れ
た
。
以
下
高
田
自
身
の
回
想
か
ら
往
時
を
振
返
ろ
う
。
 
 
 

「
私
は
連
合
艦
隊
作
戦
要
綱
と
連
合
艦
隊
第
三
段
作
戦
命
令
の
起
案
に
没
頭
し
、
 
 

そ
れ
等
が
発
令
せ
ら
れ
た
と
き
南
東
方
面
艦
隊
に
作
戦
命
令
説
明
の
た
め
出
張
し
 
 

■
 
 
 



山
本
五
十
六
G
F
長
官
の
戦
死
後
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
に
親
禰
さ
れ
た
古
賀
 
 

峯
一
長
官
（
十
人
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
G
F
長
官
、
 
 

海
兵
三
四
期
）
 
は
、
兵
力
の
整
備
後
、
米
国
海
軍
と
一
大
決
戦
に
持
込
む
べ
く
、
 
 

あ
号
作
戦
を
立
案
し
て
い
た
。
海
軍
が
航
空
兵
カ
を
す
べ
て
次
ぎ
込
ん
だ
マ
リ
ア
 
 

ナ
神
海
戟
で
あ
る
。
こ
の
戦
闘
で
海
軍
は
優
秀
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
失
い
、
機
動
部
 
 

隊
は
崩
壊
し
、
以
降
の
作
戦
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
た
。
高
田
利
穫
宛
書
簡
は
、
 
 

古
賀
G
F
長
官
が
当
時
ど
の
様
な
思
い
で
海
軍
の
兵
力
を
考
え
て
い
た
の
か
を
伝
 
 

え
て
お
り
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
 
 
 

海
兵
因
○
期
の
福
留
繁
中
将
の
高
田
宛
書
簡
も
一
部
あ
号
作
戦
に
触
れ
て
い
る
。
 
 

し
か
し
内
容
に
つ
い
て
は
 
「
六
つ
か
し
い
御
伝
言
」
 
と
だ
け
で
あ
り
、
立
ち
入
っ
 
 

た
記
述
が
な
い
の
が
、
残
念
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
高
田
利
穫
は
、
海
軍
省
軍
務
局
第
一
課
課
長
と
い
う
重
要
ポ
ス
ト
 
 

で
、
開
戦
に
い
た
る
海
軍
の
政
策
決
定
に
大
き
く
か
か
わ
っ
た
。
 
 
 

高
田
少
将
と
筆
者
と
の
出
会
い
は
、
私
が
及
川
古
志
郎
海
軍
大
臣
へ
の
評
価
が
 
 

低
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
を
書
簡
で
開
い
合
せ
た
こ
と
が
契
機
に
な
っ
た
。
以
来
、
 
 

睨
懇
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
幸
い
に
も
筆
者
は
、
時
々
高
田
少
将
の
お
宅
に
お
伺
 
 

海
軍
関
係
の
史
料
紹
介
 
 
 

た
が
、
不
覚
に
も
ラ
ポ
ー
ル
に
於
て
再
度
デ
ン
グ
熱
に
お
か
さ
れ
体
力
の
衰
弱
が
 
 

柳
沢
塵
之
介
 
 

甚
し
く
な
っ
た
の
で
、
昭
和
十
入
牢
十
一
月
十
五
日
中
沢
大
佐
に
首
席
参
謀
の
大
 
 

役
を
譲
り
、
古
賀
司
令
長
官
の
特
命
に
依
り
連
合
艦
隊
戦
策
の
起
案
に
当
り
十
二
 
 

月
一
目
軍
令
部
出
仕
を
命
ぜ
ら
れ
、
戟
策
の
印
刷
発
布
を
監
督
す
る
こ
と
と
を
」
 
 

っ
た
。
（
前
掲
『
鷹
尾
車
海
の
追
想
録
 
お
も
か
げ
』
 
三
六
頁
）
 
 

二
 
 

い
し
、
海
軍
時
代
の
回
想
を
お
う
か
が
い
で
き
、
世
田
谷
区
中
町
に
あ
る
邸
宅
で
、
 
 

朝
御
飯
に
誘
わ
れ
た
り
も
し
た
。
高
田
少
将
に
は
貴
重
な
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
 
 

筆
者
の
戦
史
研
究
。
歴
史
研
究
に
活
字
以
外
の
視
野
を
開
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
 
 

微
力
な
り
に
、
今
後
逐
次
高
田
先
生
に
厳
密
な
研
究
こ
撃
料
紹
介
と
い
う
形
で
お
 
 

礼
を
活
字
で
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
戦
後
高
田
は
生
化
学
工
業
の
社
 
 

愚
∵
会
長
と
し
て
第
二
の
Å
生
を
送
っ
た
。
 
 

た
か
ず
み
 
 
 

掲
載
し
た
 
「
高
田
宣
誓
供
述
書
」
 
は
、
極
東
軍
事
裁
判
で
岡
敬
純
海
軍
中
将
を
 
 

弁
護
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
時
は
記
録
に
を
い
が
、
昭
和
二
十
一
年
か
二
十
二
年
 
 

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
岡
海
軍
省
軍
務
局
長
が
開
戦
を
避
け
よ
う
と
し
 
 

た
こ
と
が
、
意
識
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
中
将
は
結
婚
さ
れ
ず
、
子
供
が
い
 
 

な
か
っ
た
た
め
責
任
を
自
ら
被
っ
た
結
果
、
戦
後
に
書
か
れ
た
著
書
で
は
悪
く
書
 
 

か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
海
軍
で
Å
級
戦
犯
に
問
わ
れ
た
の
は
、
永
野
修
身
軍
 
 

令
部
総
長
と
同
局
長
の
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
 
 
 

角
田
順
民
の
 
「
日
本
の
対
栄
開
戦
」
 
（
日
本
国
際
政
治
学
会
編
 
『
太
平
洋
戦
争
へ
 
 

の
道
』
 
第
七
巻
、
朝
日
新
開
、
昭
和
三
入
牢
）
 
で
は
、
戦
争
へ
の
道
を
リ
ー
ド
し
 
 

た
か
の
よ
う
な
書
き
方
で
措
か
れ
て
い
る
。
高
田
利
穫
も
第
一
委
員
会
の
メ
ン
バ
 
 

ー
で
あ
っ
た
た
め
、
『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
』
 
の
中
で
は
悪
く
書
か
れ
た
。
高
田
は
 
 

こ
の
本
を
読
ん
だ
と
き
、
岡
へ
の
評
価
は
お
か
し
い
と
感
じ
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

私
は
海
軍
の
若
手
士
官
か
ら
同
局
長
が
開
戦
に
最
も
反
対
し
た
一
人
で
あ
る
、
 
 

と
い
う
こ
と
を
開
い
た
。
（
市
村
忠
一
郎
大
佐
、
土
井
英
二
大
佐
）
 
筆
者
は
一
次
史
 
 

料
を
読
む
限
り
、
開
戦
を
避
け
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
ば
間
違
い
が
な
い
と
考
え
 
 

る
。
だ
が
ど
う
言
う
わ
け
か
、
戦
争
を
避
け
よ
う
と
し
た
人
に
開
戦
の
責
任
を
か
 
 
 



森
田
中
将
は
三
重
県
桑
名
市
出
身
で
あ
り
、
私
が
三
重
県
員
弁
郡
出
身
で
桑
名
 
 

高
校
を
卒
業
し
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
伺
い
し
て
以
来
、
大
変
親
切
 
 

に
し
て
い
た
だ
い
た
。
同
郷
の
よ
し
み
で
あ
る
。
筆
者
の
下
宿
か
ら
自
転
車
で
五
 
 

分
と
か
か
ら
な
い
距
認
だ
っ
た
の
で
、
よ
く
昼
飯
を
御
馳
走
に
な
っ
た
。
 
 
 

森
田
中
将
は
、
海
軍
機
関
学
校
二
十
三
期
で
あ
り
、
最
後
の
海
軍
省
軍
需
局
局
 
 

長
で
あ
る
。
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
連
合
艦
隊
機
関
長
を
務
め
た
が
、
 
 

真
珠
湾
攻
撃
前
に
徳
山
市
に
あ
る
第
三
海
軍
燃
料
廠
精
製
部
部
長
に
栄
転
し
た
。
 
 

森
田
少
将
に
と
り
、
不
本
意
な
栄
転
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
。
 
 

九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
 
 

ぶ
せ
、
戦
争
に
積
極
的
で
あ
っ
た
人
が
反
対
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
 
 

る
場
合
が
お
お
い
よ
う
に
感
じ
て
き
た
。
高
田
利
種
少
将
と
若
き
戦
史
研
究
者
の
 
 

私
と
を
結
び
つ
け
た
の
は
「
こ
ん
な
評
価
で
本
当
に
い
い
の
か
」
と
い
う
年
齢
を
 
 

超
越
し
た
疑
問
で
あ
っ
た
。
高
田
利
種
ほ
当
事
者
で
あ
る
か
ら
語
れ
な
か
っ
た
、
 
 

い
や
語
り
た
く
て
も
自
己
弁
護
と
取
ら
れ
る
と
思
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
高
田
の
書
 
 

い
た
も
の
と
一
時
史
料
に
乗
離
が
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
筆
者
は
最
初
に
手
紙
を
 
 

書
い
た
と
き
か
ら
高
田
と
い
う
人
は
信
用
で
き
る
方
だ
と
思
っ
て
い
た
。
生
意
気
 
 

を
言
い
方
を
許
し
て
い
た
だ
け
る
な
ら
、
歴
史
家
と
し
て
の
己
を
か
け
た
直
感
で
 
 

あ
っ
た
と
思
う
。
一
次
史
料
を
読
み
込
ん
で
い
た
私
は
、
当
時
す
で
に
戦
史
研
究
 
 

家
の
著
書
を
ま
っ
た
く
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
戦
後
の
価
値
観
に
 
 

盲
従
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 

二
、
森
田
買
一
中
将
に
つ
い
て
 
 

三
和
大
佐
と
小
野
田
大
佐
は
海
軍
兵
学
校
四
十
人
期
の
コ
レ
ス
で
あ
る
。
掲
載
 
 

し
た
二
通
の
書
簡
は
、
小
野
田
大
佐
と
親
交
が
あ
っ
た
高
林
金
太
郎
民
か
ら
コ
ピ
 
 

ー
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
逗
子
市
で
三
和
未
亡
人
に
お
 
 

目
に
か
か
っ
た
が
、
以
来
日
記
を
見
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
研
究
に
便
宜
を
因
っ
て
 
 

い
た
だ
い
た
。
署
和
義
勇
日
誌
』
は
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
昭
和
十
六
年
度
の
 
 

日
誌
が
紛
失
し
て
い
て
な
い
。
こ
れ
は
連
合
艦
隊
の
動
向
が
東
京
裁
判
で
明
さ
れ
 
 

三
 
 
 

山
口
多
聞
中
将
と
は
第
五
艦
隊
時
代
に
海
南
島
攻
略
作
戦
を
と
も
に
し
、
以
来
親
 
 

交
を
深
め
た
。
（
山
口
は
参
謀
長
、
森
田
は
機
関
長
）
山
口
端
書
は
ハ
ワ
イ
作
戦
大
 
 

成
功
を
受
け
て
お
り
、
「
其
の
内
蘭
印
を
取
っ
て
油
が
ダ
ブ
ツ
ク
時
節
が
来
る
と
存
 
 

じ
ま
す
が
過
般
製
油
貯
蔵
等
中
々
容
易
や
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
書
き
、
さ
り
げ
 
 

な
く
森
田
を
慰
め
て
い
る
。
 
 
 

山
本
五
十
六
G
F
長
官
の
書
簡
は
昭
和
十
七
年
十
月
と
い
う
時
点
に
書
か
れ
て
 
 

い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
（
森
田
貰
一
は
徳
山
を
離
れ
、
昭
和
十
七
年
九
月
 
 

一
日
付
け
で
パ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
に
あ
る
第
一
〇
二
海
軍
燃
料
廠
長
と
し
て
赴
任
し
 
 

た
。
）
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
で
負
け
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
で
の
膠
着
状
態
の
苦
し
い
戦
い
の
 
 

最
中
の
書
簡
で
あ
る
。
な
お
、
山
本
五
十
六
G
F
長
官
に
は
東
京
裁
判
に
出
さ
れ
 
 

た
書
簡
集
「
五
峯
録
」
が
あ
る
が
、
原
史
料
が
な
く
、
照
合
が
行
わ
れ
て
い
な
い
 
 

こ
七
は
十
分
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
「
五
峯
録
」
は
書
き
換
え
 
 

ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
 
 

三
、
三
和
義
勇
大
佐
と
小
野
田
捨
次
郎
大
佐
に
つ
い
て
 
 



私
の
住
所
は
東
京
都
世
‖
ナ
谷
区
玉
川
中
町
一
丁
〓
九
五
五
番
地
で
す
、
し
 
 

私
は
一
八
九
四
年
一
月
十
五
目
に
生
れ
ま
し
た
。
私
は
元
海
軍
少
将
で
あ
り
ま
す
。
 
 

い
九
三
五
年
七
月
一
日
よ
り
一
九
三
七
年
十
∵
H
十
五
日
ま
で
、
海
軍
省
軍
務
局
 
 

第
一
課
局
員
と
し
て
、
海
軍
の
制
度
及
ひ
定
員
を
担
任
し
て
屠
り
ま
し
た
。
次
て
 
 

一
九
四
〇
年
十
一
月
十
五
目
よ
り
一
九
四
二
年
七
月
十
四
日
迄
海
軍
省
軍
務
局
第
 
 

〓
琴
長
の
職
に
在
っ
て
、
海
軍
の
軍
備
及
軍
制
に
関
す
る
こ
と
を
担
任
し
ま
し
た
。
 
 

こ
の
期
間
に
於
け
る
、
海
軍
省
軍
務
局
長
は
岡
敵
組
で
あ
り
、
私
は
其
の
部
下
の
 
 

高
田
利
軽
量
誓
供
述
書
 
（
岡
敬
純
の
弁
護
）
 
 

海
軍
関
係
の
史
料
紹
介
 
 
 

る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
焼
却
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
連
合
艦
隊
で
枢
要
に
い
 
 

た
軍
人
の
日
誌
は
ど
う
い
う
わ
け
か
昭
和
十
六
年
が
す
べ
て
欠
落
し
て
い
る
。
軍
 
 

艦
新
開
も
昭
和
十
六
年
が
見
つ
か
ら
な
い
。
海
軍
が
組
織
的
に
徹
底
的
に
昭
和
十
 
 

六
年
度
の
連
合
艦
隊
の
動
向
を
隠
匿
せ
ん
と
し
た
か
が
わ
か
る
。
 
 
 

さ
て
、
三
和
と
小
野
田
が
い
か
に
仲
が
良
か
っ
た
か
は
、
書
簡
が
余
す
し
」
こ
な
 
 

く
伝
え
て
い
る
が
、
ま
た
開
戦
直
後
の
高
揚
し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
 
 

三
和
大
佐
は
当
時
連
合
艦
隊
作
戦
参
謀
で
あ
り
、
一
方
小
野
日
大
佐
は
軍
令
部
第
 
 

一
部
部
員
で
あ
っ
た
。
航
空
機
が
今
次
大
戦
の
鹿
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
三
和
書
簡
 
 

か
ら
も
伺
え
よ
う
。
こ
れ
は
古
賀
の
高
田
宛
書
簡
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
三
和
は
 
 

昭
和
十
九
率
先
月
二
日
テ
ニ
ア
ン
で
戦
死
し
た
。
ま
た
林
野
田
捨
次
郎
は
随
想
 
 

『
げ
す
の
あ
と
思
案
』
を
書
き
残
し
、
昭
和
因
十
人
年
に
他
界
し
た
。
 
 

四
 
 

一
Å
で
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

岡
は
対
米
戦
回
避
の
方
針
の
下
に
同
氏
と
し
て
為
し
得
る
限
り
の
努
力
を
続
け
 
 

ま
し
た
。
日
米
交
渉
が
纏
ま
ら
ぬ
の
で
、
岡
は
常
に
心
配
し
て
ゐ
ま
し
た
。
一
九
 
 

閏
∴
年
八
月
上
旬
と
記
憶
L
て
居
り
ま
す
が
、
同
軍
務
局
長
が
非
常
に
嬉
し
そ
う
 
 

な
顔
を
し
て
外
出
先
か
ら
局
長
室
に
帰
っ
て
棄
て
、
大
き
な
声
で
私
を
呼
ば
れ
ま
 
 

し
た
の
で
、
私
が
局
長
の
傍
に
参
り
ま
す
と
、
政
府
で
内
密
に
汽
船
を
一
隻
徽
傭
 
 

し
た
い
が
名
案
が
あ
る
か
、
と
問
わ
れ
ま
し
た
。
私
が
 
「
何
事
で
す
か
」
と
尋
ぬ
 
 

ま
し
た
ら
、
局
長
は
 
「
之
は
ま
だ
公
表
出
来
な
い
こ
と
だ
が
、
近
衛
総
理
大
臣
が
 
 

非
常
な
る
決
心
を
以
て
米
国
大
統
領
と
直
接
交
渉
に
出
掛
け
た
い
と
云
ふ
の
だ
よ
」
 
 

と
準
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
私
は
 
「
内
閣
で
傭
人
れ
た
り
日
本
郵
船
会
社
に
内
命
を
 
 

マ
マ
 
 

下
さ
れ
た
る
す
る
方
法
で
は
、
自
然
世
間
に
漏
れ
る
で
せ
う
か
ら
、
海
軍
で
支
那
 
 

事
変
用
と
し
て
徽
傭
す
る
こ
と
ゝ
し
、
其
の
経
費
を
後
で
内
閣
で
処
理
し
て
貰
へ
 
 

ば
よ
ろ
し
い
で
せ
う
」
と
答
へ
ま
し
た
。
其
の
翌
日
、
私
は
開
か
ら
 
「
昨
日
の
話
 
 

の
船
を
準
備
せ
よ
」
と
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
船
舶
徽
備
に
関
係
あ
る
配
置
の
 
 

人
達
と
連
絡
し
た
結
果
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
の
新
田
丸
が
徴
用
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 
 
 

新
山
丸
を
横
須
賀
軍
港
に
回
航
し
、
次
い
で
無
線
電
信
機
数
台
と
構
墳
加
貝
海
軍
 
 

工
廠
の
工
員
と
を
乗
せ
て
横
浜
に
回
航
し
、
そ
れ
等
無
線
電
信
機
械
を
装
備
し
て
 
 

何
時
で
も
出
港
出
来
る
様
に
待
機
せ
し
め
ら
れ
ま
し
た
。
右
と
同
時
に
、
海
軍
通
 
 

信
学
校
の
教
員
の
砕
か
ら
選
抜
せ
ら
れ
た
優
秀
者
を
交
へ
て
、
十
数
名
の
電
信
員
 
 

が
横
須
賀
海
兵
団
に
於
て
待
機
せ
し
め
ら
れ
、
新
田
丸
が
出
港
と
決
定
し
た
ら
ば
 
 

直
に
乗
船
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
屠
り
ま
し
た
が
、
比
等
優
秀
な
る
教
員
 
 

を
引
き
抜
く
こ
と
は
海
軍
の
電
信
員
養
成
の
障
害
に
な
る
で
あ
ら
う
と
て
、
教
育
 
 
 



履
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
と
き
、
間
軍
務
局
長
ほ
日
米
交
渉
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
ば
 
 

何
よ
り
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
新
田
丸
に
対
す
る
要
員
は
之
を
準
備
せ
ね
 
 

ば
な
ら
ぬ
と
の
意
見
を
以
て
、
此
の
問
題
を
処
理
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
私
は
 
 

岡
の
下
に
任
へ
た
全
期
間
を
適
し
て
、
新
田
丸
の
準
備
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
穫
、
 
 

同
軍
務
局
長
の
嬉
し
そ
う
な
顔
を
さ
れ
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
 
 

て
彼
が
近
衛
首
相
が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
会
見
に
行
く
こ
と
に
決
し
た
と
告
 
 

げ
た
と
き
の
、
興
奮
し
た
面
持
は
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
 
 
 

新
田
丸
は
英
傑
横
浜
の
港
内
に
繁
簡
せ
ら
れ
開
戦
後
迄
其
の
侭
で
ゐ
ま
し
た
。
 
 

増
備
せ
ら
れ
た
無
線
信
機
が
取
り
外
さ
れ
、
実
際
に
海
軍
の
徴
傭
船
と
し
て
任
務
 
 

に
就
か
し
め
ら
れ
た
の
は
、
日
栄
開
戦
と
を
つ
た
後
で
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

中
国
か
ら
の
撤
兵
問
題
を
含
む
日
米
交
渉
の
薙
点
に
閲
し
、
岡
は
撤
兵
し
て
支
 
 

那
事
変
を
速
に
解
決
し
日
米
戟
に
突
Å
し
て
ほ
な
ら
ぬ
と
の
意
見
で
、
日
米
戦
固
 
 

避
の
為
に
、
岡
と
し
て
為
し
得
る
懸
命
の
努
力
を
尽
し
ま
し
た
。
日
栄
交
渉
の
行
 
 

は
れ
て
ゐ
た
当
時
、
交
渉
が
少
し
で
も
好
転
す
れ
ば
、
岡
の
顔
は
非
常
に
晴
々
し
 
 

く
な
り
、
其
の
反
対
に
傾
く
時
は
、
顔
色
が
大
変
慈
し
く
な
り
実
に
不
愉
快
そ
う
 
 

な
顔
を
し
て
余
り
物
を
云
は
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
私
ほ
岡
の
顔
色
を
見
て
 
 

屠
れ
ば
、
日
米
交
渉
の
雲
行
が
わ
か
る
よ
と
Å
に
爵
し
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 

一
九
四
一
年
一
月
法
曹
会
館
で
中
央
物
価
協
力
会
議
主
催
の
講
演
会
が
あ
り
、
 
 

全
国
か
ら
数
百
名
の
有
力
者
が
参
集
し
た
と
き
、
其
の
主
催
者
が
開
局
長
に
海
軍
 
 

の
意
見
を
述
べ
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
同
局
長
ほ
上
 
 

司
の
内
意
を
伺
っ
た
上
で
、
局
長
の
代
理
と
し
て
私
を
派
遣
し
て
後
援
せ
し
め
ら
 
 

れ
ま
し
た
。
岡
の
考
へ
方
は
、
国
家
の
発
展
ほ
平
和
的
経
済
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
 
 

つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
 
 

御
恵
贈
の
東
洋
思
想
研
究
本
日
拝
受
 
御
芳
志
千
萬
深
謝
仕
儀
 
唯
今
一
気
読
了
 
 

松
蔭
玄
瑞
談
殊
の
外
感
慨
無
量
当
世
悉
あ
て
は
ま
る
が
如
き
感
致
候
 
特
に
雄
志
 
 

大
略
に
時
勢
時
機
審
察
を
説
く
あ
た
り
正
に
当
意
の
言
と
被
布
候
 
迂
盤
静
思
反
 
 

ま
か
り
あ
る
て
い
た
ら
く
 
省
こ
れ
で
は
な
ら
ぬ
と
戒
心
在
罷
次
第
、
真
に
頂
門
一
針
を
与
へ
ら
れ
た
る
為
体
 
 

に
御
座
候
 
時
に
支
那
善
後
処
置
何
と
か
な
ら
ぬ
も
の
に
や
 
陸
軍
の
支
那
と
云
 
 

ふ
様
な
偏
狭
な
考
へ
で
は
到
底
支
那
は
料
理
出
来
ざ
る
可
し
 
日
本
の
政
治
家
に
 
 

較
べ
て
見
れ
ば
注
蒋
共
に
何
層
倍
か
苦
労
も
経
験
も
あ
る
Å
物
 
こ
れ
を
し
つ
か
 
 

り
膝
下
に
手
な
づ
け
ら
れ
む
様
で
は
大
東
亜
政
治
も
如
何
を
も
の
に
や
 
冒
支
間
 
 

隆
盛
海
舟
 
 

題
を
大
西
郷
対
勝
会
談
の
様
に
や
っ
て
の
け
る
大
政
治
家
は
日
本
に
は
な
い
も
の
 
 

か
 
戎
ほ
そ
れ
が
出
ら
れ
ぬ
大
障
害
が
あ
る
の
か
等
と
つ
お
ひ
つ
考
へ
る
こ
と
も
 
 

有
之
候
 
 

五
 
 
 

“
∵
．
・
ニ
■
 
「
；
㌻
∴
．
 
∵
－
ニ
・
∴
∴
 
 

ぬ
、
国
家
の
政
策
は
平
和
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
云
ふ
に
在
り
ま
し
た
。
其
 
 

れ
故
、
岡
ほ
私
に
其
の
趣
旨
で
講
演
す
る
様
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
個
人
の
意
 
 

見
も
被
に
一
致
し
ま
し
た
の
で
指
示
の
如
く
致
し
ま
し
た
。
私
は
海
軍
の
目
的
は
 
 

戟
を
す
る
の
み
で
は
な
く
、
商
船
隊
の
発
展
に
後
立
て
と
な
る
の
が
第
一
の
重
大
 
 

使
命
な
り
と
述
べ
ま
し
た
。
 
 

付
記
 
原
本
は
カ
タ
カ
ナ
で
あ
り
、
句
読
点
ほ
補
っ
た
。
 
 

日
付
け
な
し
。
 
 



書
簡
二
 
三
和
義
勇
発
 
か
野
田
捨
次
郎
宛
 
昭
和
サ
六
卑
サ
ニ
周
サ
兆
関
村
紺
 
 

ま
ず
も
っ
て
 
 
御
手
紙
拝
見
以
先
緒
戦
の
快
捷
為
邦
家
為
海
軍
慶
祝
の
至
。
事
姦
に
至
る
迄
政
 
 

戦
両
略
を
か
く
迄
一
致
せ
し
む
る
に
当
り
特
に
貴
官
等
の
御
骨
折
御
苦
心
察
す
る
 
 

と
て
 
に
鈴
り
あ
る
と
共
に
甜
と
し
て
は
大
い
に
感
謝
し
あ
る
処
塊
。
之
な
く
し
て
は
速
 
 

ハ
ワ
イ
 
 

も
布
畦
海
戦
は
成
立
つ
も
の
に
非
ず
。
キ
ン
メ
ル
の
例
は
よ
き
反
証
な
り
。
今
に
 
 

至
り
て
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ノ
ッ
ク
ス
聾
の
立
ち
騒
ぐ
も
不
及
 
キ
ン
メ
ル
こ
そ
気
毒
 
 

至
極
に
在
候
 
此
の
作
戦
に
於
て
し
み
、
タ
′
～
と
感
銘
し
た
る
は
天
佑
神
助
我
に
在
 
 

る
こ
と
な
り
 
日
本
は
神
国
な
る
こ
と
也
。
何
と
な
れ
ば
当
時
の
天
気
模
様
は
東
 
 

は
移
動
性
高
気
圧
機
動
部
隊
共
に
東
進
し
て
危
ま
れ
る
補
給
も
何
と
か
成
就
し
候
。
 
 

西
ほ
雨
天
雲
天
に
し
て
大
輪
送
船
団
自
ら
隠
さ
れ
て
薙
な
く
目
的
地
に
達
す
 
Å
 
 

か
な
 
業
に
は
非
ず
神
明
の
加
護
無
く
し
て
誰
が
成
し
得
る
処
 
噴
日
本
は
神
の
因
な
る
哉
 
 

表
紙
 
東
京
市
麹
町
忘
軍
令
部
第
一
部
 
小
野
田
大
佐
殿
 
 

裏
 
軍
艦
大
和
司
令
部
 
三
和
義
勇
 
 

海
軍
関
係
の
史
料
紹
介
 
 

妄
言
多
謝
 
 

乍
末
筆
貴
兄
の
御
健
康
を
祈
っ
て
摘
筆
任
候
 
 

先
は
御
礼
迄
 
 

敬
 
具
 
 

義
勇
生
 
 

捨
賢
兄
 
 

玉
机
下
 
 

表
紙
 
東
京
都
霞
関
軍
令
部
第
一
部
 
小
野
田
大
佐
殿
 
親
展
 
 

裏
 
軍
艦
長
門
司
令
部
三
和
大
佐
 
 
 

ハ
ワ
イ
マ
レ
ー
 

航
空
機
 
 

布
瞳
、
馬
来
沖
両
海
戦
共
 
吾
人
r
屋
が
多
年
問
題
と
し
た
る
処
を
実
証
解
決
し
 
 

た
る
も
の
と
考
ふ
。
チ
ャ
ー
チ
ル
が
其
の
海
軍
々
備
様
式
の
変
革
を
要
す
と
叫
び
 
 

た
る
こ
と
、
若
し
這
般
の
点
を
認
識
し
た
り
と
せ
ば
 
彼
も
相
当
も
の
解
り
よ
き
 
 

男
也
 
帝
国
海
軍
中
堅
以
上
の
歴
々
 
チ
ャ
ー
チ
ル
に
劣
る
も
の
今
は
無
し
と
思
 
 

ふ
が
如
何
 
 
航
空
機
 
 

何
と
し
て
は
r
が
足
ら
ぬ
零
戦
子
機
陸
攻
子
機
こ
れ
が
持
た
し
て
貰
へ
る
様
に
、
 
 

貴
官
も
神
に
祈
っ
て
呉
れ
 
三
号
艦
以
降
何
の
役
に
も
立
た
ざ
る
可
、
当
義
郎
 
 

至
極
元
気
凰
余
裕
綽
々
、
毎
日
例
の
通
警
句
を
咄
い
て
御
座
候
、
そ
し
て
時
々
痛
 
 

棒
を
喰
は
さ
れ
て
居
候
 
 

何
か
書
い
て
貰
ふ
件
、
折
を
見
て
き
っ
と
果
す
 
 

小
生
頑
健
但
し
往
昔
の
秋
山
参
謀
と
は
似
て
も
似
つ
か
ず
位
悦
た
り
 
遥
に
貴
官
 
 

の
御
清
武
を
祈
り
楢
聾
す
る
。
失
敬
 
 
 

十
二
月
十
人
日
 
 

義
勇
生
 
 
 

捨
賢
兄
 
 



書
簡
三
 
恕
驚
登
仙
発
 
高
田
別
種
宛
 
昭
和
サ
丸
辱
蜘
壁
面
翻
け
 
 
 

に
よ
れ
ば
御
上
京
後
高
熱
に
て
御
因
の
よ
し
相
察
居
候
処
 
最
早
や
御
全
快
の
よ
 
 

歳
之
助
、
囲
六
斯
 
 
道
啓
十
二
月
二
十
七
日
付
芳
墨
難
有
拝
受
仕
儀
 
過
般
柳
沢
君
御
宛
御
手
紙
 
 

つ
心
 
し
先
棒
安
神
位
候
 
今
の
内
御
加
養
専
一
に
奉
願
上
依
 
 

願
れ
は
昨
年
五
月
病
後
の
大
兄
を
無
理
に
当
司
令
部
に
来
て
貰
ひ
旦
俊
間
断
な
き
 
 

活
動
に
御
勉
強
之
結
果
体
力
の
恢
復
お
く
れ
ゆ
く
段
 
小
生
と
し
て
は
誠
に
葡
す
 
 

ま
ぬ
次
第
に
御
座
候
 
何
卒
比
際
妄
諒
加
養
連
な
る
御
恢
復
の
程
番
所
上
條
 
 

航
空
機
 
其
後
の
戦
局
の
推
移
御
存
の
通
に
し
て
 
結
局
r
力
の
不
足
が
基
に
御
座
候
 
只
 
 

判
読
不
和
 
 

今
□
□
及
島
田
君
上
京
折
衝
中
に
候
 
日
本
の
資
材
と
Å
の
1
／
2
よ
り
成
る
海
 
 

軍
航
空
力
を
以
て
米
の
陸
海
軍
機
と
英
の
航
空
力
の
一
部
と
に
独
力
に
て
野
抗
せ
 
 

ね
は
な
ら
ぬ
所
に
無
理
が
あ
る
も
の
と
被
布
候
。
日
本
と
米
英
と
の
戦
争
に
非
ら
 
 

ず
日
本
海
軍
と
米
英
と
の
戦
争
な
る
か
如
き
変
態
は
一
日
も
速
に
修
正
す
べ
く
、
 
 

機
材
と
な
ら
ぬ
資
材
、
飛
ば
ぬ
投
乗
員
の
如
き
は
速
に
之
を
海
軍
に
繰
り
入
る
べ
 
 

し
と
云
ふ
が
如
き
一
大
英
断
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
確
信
仕
儀
 
東
条
大
臣
 
 

二
■
し
ト
‥
∵
 
 

の
如
き
は
不
知
て
は
過
を
冒
し
□
□
る
も
の
と
存
じ
候
 
誰
か
直
言
す
る
人
な
き
 
 

や
？
等
の
言
ぼ
つ
う
′
＼
耳
に
致
居
候
 
 

邦
家
重
大
の
秋
切
々
御
自
愛
を
祈
上
侯
 
 

正
月
二
日
 
 

古
賀
峯
一
 
 

高
田
大
兄
 
 

九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
 
 

表
紙
 
軍
令
部
副
官
気
付
 
高
田
利
穫
大
佐
殿
 
 

裏
 
 
福
留
繁
 
 
 

拝
啓
 
帰
京
さ
れ
る
と
御
病
気
で
し
た
そ
う
で
す
が
最
早
や
よ
ろ
し
く
な
り
ま
し
 
 

祷
．
、
正
一
期
 
 

た
か
 
本
日
山
本
参
謀
が
か
へ
り
ま
し
て
御
托
送
の
御
懇
書
正
に
拝
見
致
し
ま
し
 
 

た
 
こ
ち
ら
に
御
勤
務
中
は
格
別
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
 
深
く
感
謝
に
堪
へ
ま
 
 

せ
ん
 
不
思
議
な
御
縁
で
二
度
迄
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
 
二
度
あ
る
事
は
三
度
 
 

ぁ
る
と
い
ひ
ま
す
か
ら
き
っ
と
今
一
度
御
世
諸
に
な
る
と
思
ひ
ま
す
 
何
卒
今
後
 
 

英
一
層
よ
ろ
し
く
御
願
致
し
ま
す
 
寒
い
東
京
で
の
御
養
生
は
中
々
骨
の
折
れ
る
 
 

こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
 
何
卒
一
層
御
自
愛
の
ほ
ど
祈
り
上
け
ま
す
 
戦
争
の
件
有
り
 
 

判
読
不
可
 
が
た
う
御
座
い
ま
す
又
口
長
へ
の
六
つ
か
し
い
御
伝
言
も
あ
り
か
と
う
御
座
い
ま
 
 

し
た
 
 
 

一
月
三
日
 
 

福
留
 
繁
 
 

高
田
大
佐
殿
 
 

」
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表
紙
 
軍
令
部
副
官
気
付
 
高
田
利
穫
大
佐
殿
 
親
展
 
 

裏
 
 
古
賀
峯
一
 
 

七   



海
軍
関
係
の
史
料
紹
介
 
 
 

書
簡
五
 
山
本
五
十
六
発
 
森
田
買
一
宛
 
昭
和
十
七
年
十
月
十
日
 
 

貴
翰
薙
有
拝
見
致
候
 
 

過
去
一
ケ
年
の
御
厚
詭
に
射
し
厚
具
御
穫
申
上
候
 
 

新
今
年
度
は
諸
種
の
事
故
に
依
り
出
鼻
を
た
た
か
れ
之
も
何
か
の
放
と
自
戒
自
省
 
 

罷
在
候
 
 

現
下
最
大
の
緊
急
問
題
な
る
燃
料
生
産
に
対
し
て
は
種
々
御
苦
心
の
御
事
と
拝
察
 
 

致
居
候
 
 

数
年
前
あ
る
問
題
の
際
軍
需
局
多
数
の
態
度
は
 
「
今
日
迄
燃
料
に
て
御
心
配
を
か
 
 

け
し
事
な
し
鎗
計
な
心
配
は
御
無
用
」
 
と
の
態
度
な
り
し
が
、
夫
等
の
人
に
て
は
 
 

将
来
の
燃
料
問
題
は
解
決
困
難
と
憂
慮
に
不
堪
応
急
策
と
根
本
策
と
に
分
ち
充
分
 
 

の
御
成
策
を
常
に
期
待
す
る
次
第
に
御
坐
候
 
 

秋
晴
の
好
時
節
御
自
愛
御
清
勝
偏
に
祈
上
候
 
敬
具
 
 
 

十
月
十
日
 
 
山
本
五
十
六
 
 
 

森
田
貫
一
様
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表
紙
 
徳
山
市
海
軍
燃
料
廠
 
森
田
貰
一
間
下
 
 

裏
 
長
門
 
山
本
五
十
六
 
 

端
憲
一
山
口
多
聞
発
 
森
田
買
一
宛
 
昭
和
十
七
年
一
月
八
日
付
け
 
 
 

†
㌧
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
∫
ノ
 
 

拝
復
 
 

旧
腹
第
一
次
任
務
終
了
呉
に
版
港
不
日
再
び
征
途
に
就
く
そ
う
で
す
 
昨
日
十
一
 
 

月
十
七
日
付
貴
信
落
手
 
貴
方
脾
肉
の
噴
に
御
同
情
申
上
く
る
と
共
に
新
御
任
務
 
 

の
重
大
性
を
考
へ
大
に
御
活
躍
を
期
待
す
る
次
第
で
す
 
 

其
の
内
蘭
印
せ
取
っ
て
油
が
ダ
ブ
ツ
ク
時
節
が
来
る
と
存
じ
ま
す
が
過
般
製
油
貯
 
 

蔵
等
中
．
々
容
易
で
な
い
と
思
い
ま
す
 
時
節
柄
切
に
御
自
愛
を
祈
り
上
げ
ま
す
 
 

一
月
八
日
 
 

山
口
生
 
 

森
田
盟
兄
 
 玉

机
下
 
 

末
筆
乍
御
令
閏
其
の
後
の
御
様
子
御
案
じ
申
し
上
げ
ま
す
 
切
に
御
恢
復
を
祈
り
 
 

ま
す
 
 

付
記
 
書
簡
の
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
で
表
記
し
た
。
 
 

端
書
表
紙
 
山
口
県
徳
山
市
海
軍
燃
料
廠
 
海
軍
少
将
 
森
田
貰
一
様
 
 




